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(57)【要約】
【課題】基地局が端末に対する制御情報を、拡張された
物理下りリンク制御チャネルを介して通知する場合にお
いても、効率的に送信データの送受信を行うことができ
る基地局、端末、通信システムおよび通信方法を提供す
る。
【解決手段】基地局と通信を行う端末において、物理下
りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送
信を示す物理下りリンク制御チャネルをモニタリングし
、物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理
下りリンク制御チャネル領域におけるモニタリングを指
示する上位層制御情報を取得し、上位層制御情報を取得
した場合、物理下りリンク制御チャネル領域に配置され
た物理下りリンク制御チャネルに替えて、拡張物理下り
リンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信
を示す拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリング
する。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局と通信を行う端末であって、
　物理下りリンク制御チャネル領域に配置された物理下りリンク制御チャネルと、前記物
理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置さ
れた第１の拡張物理下りリンク制御チャネルとをモニタリングする下りリンク制御チャネ
ル検出部と、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域における第２の拡張物理下りリンク制御チャ
ネルのモニタリングを指示する上位層制御情報を取得する上位層制御情報取得部とを備え
、
　前記下りリンク制御チャネル検出部は、前記上位層制御情報取得部が前記上位層制御情
報を取得した場合、前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記物理下りリン
ク制御チャネルに替えて、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された第２の
拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングする端末。
【請求項２】
　前記物理下りリンク制御チャネルおよび前記第２の拡張物理下りリンク制御チャネルは
、報知情報用の識別子によりスクランブルされたＣＲＣビットが付与され、前記第１の拡
張物理下りリンク制御チャネルは、前記端末に固有の識別子によりスクランブルされたＣ
ＲＣビットが付与される請求項１に記載の端末。
【請求項３】
　基地局と通信を行う端末であって、
　物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す物理下りリンク
制御チャネルをモニタリングする下りリンク制御チャネル検出部と、
　前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域
におけるモニタリングを指示する上位層制御情報を取得する上位層制御情報取得部とを備
え、
　前記下りリンク制御チャネル検出部は、前記上位層制御情報取得部が前記上位層制御情
報を取得した場合、前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記物理下りリン
ク制御チャネルに替えて、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知
情報の送信を示す拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングする端末。
【請求項４】
　前記報知情報は、ページング情報である請求項３に記載の端末。
【請求項５】
　前記報知情報は、システム情報である請求項３に記載の端末。
【請求項６】
　前記物理下りリンク制御チャネルおよび前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、報知
情報用の識別子によりスクランブルされたＣＲＣビットが付与される請求項３に記載の端
末。
【請求項７】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域は、物理下りリンク共用チャネル領域に設定
される請求項３に記載の端末。
【請求項８】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域内
に分散的に配置される請求項３に記載の端末。
【請求項９】
　前記上位層制御情報は、拡張物理下りリンク制御チャネルが、前記拡張物理下りリンク
制御チャネル領域内に分散的に配置されるか否かを示す請求項３に記載の端末。
【請求項１０】
　端末と通信を行う基地局であって、
　物理下りリンク制御チャネル領域に配置された物理下りリンク制御チャネルと、前記物
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理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置さ
れた第１の拡張物理下りリンク制御チャネルと、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領
域に配置された第２の拡張物理下りリンク制御チャネルとを送信する下りリンク制御チャ
ネル送信部と、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域における第２の拡張物理下りリンク制御チャ
ネルのモニタリングを指示する上位層制御情報を通知する上位層制御情報通知部とを備え
、
　前記物理下りリンク制御チャネルおよび前記第２の拡張物理下りリンク制御チャネルは
、報知情報用の識別子によりスクランブルされたＣＲＣビットが付与され、前記第１の拡
張物理下りリンク制御チャネルは、前記端末に固有の識別子によりスクランブルされたＣ
ＲＣビットが付与される基地局。
【請求項１１】
　端末と通信を行う基地局であって、
　物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す物理下りリンク
制御チャネルおよび／または前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下
りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す拡張物理下りリンク制御
チャネルを送信する送信部と、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域におけるモニタリングを指示する上位層制御
情報を前記端末に通知する上位層制御情報通知部とを備える基地局。
【請求項１２】
　前記報知情報は、ページング情報である請求項１１に記載の基地局。
【請求項１３】
　前記報知情報は、システム情報である請求項１１に記載の基地局。
【請求項１４】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域は、物理下りリンク共用チャネル領域に設定
される請求項１１に記載の基地局。
【請求項１５】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域内
に分散的に配置される請求項１１に記載の基地局。
【請求項１６】
　前記上位層制御情報は、拡張物理下りリンク制御チャネルが、前記拡張物理下りリンク
制御チャネル領域内に分散的に配置されるか否かを示す請求項１１に記載の基地局。
【請求項１７】
　端末と基地局の間で通信を行う通信システムであって、
　前記基地局は、
　物理下りリンク制御チャネル領域に配置された物理下りリンク制御チャネルと、前記物
理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置さ
れた第１の拡張物理下りリンク制御チャネルと、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領
域に配置された第２の拡張物理下りリンク制御チャネルとを送信する下りリンク制御チャ
ネル送信部と、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域における第２の拡張物理下りリンク制御チャ
ネルのモニタリングを指示する上位層制御情報を通知する上位層制御情報通知部とを備え
、
　前記端末は、
　前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記物理下りリンク制御チャネルと
、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された第１の拡張物理下りリンク制御
チャネルとをモニタリングする下りリンク制御チャネル検出部と、
　前記上位層制御情報を取得する上位層制御情報取得部とを備え、
　前記下りリンク制御チャネル検出部は、前記上位層制御情報取得部が前記上位層制御情
報を取得した場合、前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記物理下りリン
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ク制御チャネルに替えて、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された第２の
拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングする通信システム。
【請求項１８】
　端末と基地局の間で通信を行う通信システムであって、
　前記基地局は、
　物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す物理下りリンク
制御チャネルおよび前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク
制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す拡張物理下りリンク制御チャネル
を送信する送信部と、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域におけるモニタリングを指示する上位層制御
情報を前記端末に通知する上位層制御情報通知部とを備え、
　前記端末は、
　前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記物理下りリンク制御チャネルを
モニタリングする下りリンク制御チャネル検出部と、
　前記上位層制御情報を取得する上位層制御情報取得部とを備え、
　前記下りリンク制御チャネル検出部は、前記上位層制御情報取得部が前記上位層制御情
報を取得した場合、前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記物理下りリン
ク制御チャネルに替えて、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記拡
張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングする通信システム。
【請求項１９】
　基地局と通信を行う端末における通信方法であって、
　物理下りリンク制御チャネル領域に配置された物理下りリンク制御チャネルと、前記物
理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置さ
れた第１の拡張物理下りリンク制御チャネルとをモニタリングするステップと、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域における第２の拡張物理下りリンク制御チャ
ネルのモニタリングを指示する上位層制御情報を取得するステップと、
　前記上位層制御情報を取得した場合、前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置され
た前記物理下りリンク制御チャネルに替えて、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域
に配置された第２の拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングするステップとを備
える通信方法。
【請求項２０】
　基地局と通信を行う端末における通信方法であって、
　物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す物理下りリンク
制御チャネルをモニタリングするステップと、
　前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域
におけるモニタリングを指示する上位層制御情報を取得するステップと、
　前記上位層制御情報を取得した場合、前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置され
た前記物理下りリンク制御チャネルに替えて、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域
に配置された、報知情報の送信を示す拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングす
るステップとを備える通信方法。
【請求項２１】
　端末と通信を行う基地局における通信方法であって、
　物理下りリンク制御チャネル領域に配置された物理下りリンク制御チャネルと、前記物
理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置さ
れた第１の拡張物理下りリンク制御チャネルと、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領
域に配置された第２の拡張物理下りリンク制御チャネルとを送信するステップと、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域における第２の拡張物理下りリンク制御チャ
ネルのモニタリングを指示する上位層制御情報を通知するステップとを備え、
　前記物理下りリンク制御チャネルおよび前記第２の拡張物理下りリンク制御チャネルは
、報知情報用の識別子によりスクランブルされたＣＲＣビットが付与され、前記第１の拡
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張物理下りリンク制御チャネルは、前記端末に固有の識別子によりスクランブルされたＣ
ＲＣビットが付与される通信方法。
【請求項２２】
　端末と通信を行う基地局における通信方法であって、
　物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す物理下りリンク
制御チャネルおよび／または前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下
りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す拡張物理下りリンク制御
チャネルを送信するステップと、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域におけるモニタリングを指示する上位層制御
情報を前記端末に通知するステップとを備える通信方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末、基地局、通信システムおよび通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ）によるＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ
－Ａｄｖａｎｃｅｄ）やＩＥＥＥ（Ｔｈｅ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉ
ｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）によるＷｉｒｅｌｅｓ
ｓ　ＬＡＮ、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆ
ｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）のような無線通信システムでは、基地局（基
地局装置、下りリンク送信装置、上りリンク受信装置、ｅＮｏｄｅＢ）および端末（端末
装置、移動局装置、下りリンク受信装置、上りリンク送信装置、ＵＥ）は、複数の送受信
アンテナをそれぞれ備え、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ　Ｏｕｔｐｕ
ｔ）技術を用いることにより、データ信号を空間多重し、高速なデータ通信を実現する。
また、特に、ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａでは、下りリンクでＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａ
ｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方式を用いて
高い周波数利用効率を実現するとともに、上りリンクでＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　
Ｃａｒｒｉｅｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）方式を用いてピーク電力を抑制している。
【０００３】
　図２１は、ＬＴＥの通信システム構成を示す図である。図２１では、基地局２１０１は
端末２１０２に、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Ｐｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）２１０３を介して、下りリンク送信データ
２１０４に関する制御情報の通知を行う。端末２１０２は、まず制御情報の検出を行い、
検出された場合に、検出された制御情報を用いて下りリンク送信データ２１０４を抽出す
る。この下りリンク送信データは、端末２１０２宛の送信データである場合もあれば、ペ
ージングやシステム情報など、複数の端末に共通の送信データである場合もある。（非特
許文献１、非特許文献２）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ；　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）、２０１１年
６月、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１　Ｖ１０．２．０　（２０１１－０６）。
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【非特許文献２】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ；　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａ
ｙｅｒ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）、２０１０年６月、３ＧＰＰ
　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１０．２．０　（２０１１－０６）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、１つの基地局が収容できる端末の数を増加するために、物理下りリンク
制御チャネルだけでなく、拡張された物理下りリンク制御チャネルを用いることが考えら
れる。そのため、従来の物理上りリンク制御チャネルリソースの指定方法では、基地局が
拡張された物理下りリンク制御チャネルで制御情報による各端末宛の送信データあるいは
複数の端末に共通の送信データを指定することができず、伝送効率の向上が妨げられる要
因となる。
【０００６】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたものであり、その目的は、基地局と端末が通信す
る無線通信システムにおいて、基地局が端末に対する制御情報を、物理下りリンク制御チ
ャネルだけでなく、拡張された物理下りリンク制御チャネルを介して通知する場合におい
ても、効率的に各端末宛の送信データあるいは複数の端末に共通の送信データの指定を行
うことができる基地局、端末、通信システムおよび通信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の一態様によ
る端末は、基地局と通信を行う端末であって、物理下りリンク制御チャネル領域に配置さ
れた物理下りリンク制御チャネルと、前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡
張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された第１の拡張物理下りリンク制御チャネル
とをモニタリングする下りリンク制御チャネル検出部と、前記拡張物理下りリンク制御チ
ャネル領域における第２の拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングを指示する上
位層制御情報を取得する上位層制御情報取得部とを備え、前記下りリンク制御チャネル検
出部は、前記上位層制御情報取得部が前記上位層制御情報を取得した場合、前記物理下り
リンク制御チャネル領域に配置された前記物理下りリンク制御チャネルに替えて、前記拡
張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された第２の拡張物理下りリンク制御チャネル
をモニタリングすることを特徴とする。
【０００８】
　（２）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記物理下りリンク制
御チャネルおよび前記第２の拡張物理下りリンク制御チャネルは、報知情報用の識別子に
よりスクランブルされたＣＲＣビットが付与され、前記第１の拡張物理下りリンク制御チ
ャネルは、前記端末に固有の識別子によりスクランブルされたＣＲＣビットが付与される
ことを特徴とする。
【０００９】
　（３）また、本発明の一態様による端末は、基地局と通信を行う端末であって、物理下
りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す物理下りリンク制御チャ
ネルをモニタリングする下りリンク制御チャネル検出部と、前記物理下りリンク制御チャ
ネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域におけるモニタリングを指示す
る上位層制御情報を取得する上位層制御情報取得部とを備え、前記下りリンク制御チャネ
ル検出部は、前記上位層制御情報取得部が前記上位層制御情報を取得した場合、前記物理
下りリンク制御チャネル領域に配置された前記物理下りリンク制御チャネルに替えて、前
記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す拡張物理下
りリンク制御チャネルをモニタリングすることを特徴とする。
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【００１０】
　（４）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記報知情報は、ペー
ジング情報であることを特徴とする。
【００１１】
　（５）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記報知情報は、シス
テム情報であることを特徴とする。
【００１２】
　（６）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記物理下りリンク制
御チャネルおよび前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、報知情報用の識別子によりス
クランブルされたＣＲＣビットが付与されることを特徴とする。
【００１３】
　（７）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記拡張物理下りリン
ク制御チャネル領域は、物理下りリンク共用チャネル領域に設定されることを特徴とする
。
【００１４】
　（８）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記拡張物理下りリン
ク制御チャネルは、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域内に分散的に配置されるこ
とを特徴とする。
【００１５】
　（９）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記上位層制御情報は
、拡張物理下りリンク制御チャネルが、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域内に分
散的に配置されるか否かを示すことを特徴とする。
【００１６】
　（１０）また、本発明の一態様による基地局は、端末と通信を行う基地局であって、物
理下りリンク制御チャネル領域に配置された物理下りリンク制御チャネルと、前記物理下
りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された
第１の拡張物理下りリンク制御チャネルと、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に
配置された第２の拡張物理下りリンク制御チャネルとを送信する下りリンク制御チャネル
送信部と、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域における第２の拡張物理下りリンク
制御チャネルのモニタリングを指示する上位層制御情報を通知する上位層制御情報通知部
とを備え、前記物理下りリンク制御チャネルおよび前記第２の拡張物理下りリンク制御チ
ャネルは、報知情報用の識別子によりスクランブルされたＣＲＣビットが付与され、前記
第１の拡張物理下りリンク制御チャネルは、前記端末に固有の識別子によりスクランブル
されたＣＲＣビットが付与されることを特徴とする。
【００１７】
　（１１）また、本発明の一態様による基地局は、端末と通信を行う基地局であって、物
理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す物理下りリンク制御
チャネルおよび／または前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリ
ンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す拡張物理下りリンク制御チャ
ネルを送信する送信部と、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域におけるモニタリン
グを指示する上位層制御情報を前記端末に通知する上位層制御情報通知部とを備えること
を特徴とする。
【００１８】
　（１２）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記報知情報は
、ページング情報であることを特徴とする。
【００１９】
　（１３）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記報知情報は
、システム情報であることを特徴とする。
【００２０】
　（１４）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記拡張物理下
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りリンク制御チャネル領域は、物理下りリンク共用チャネル領域に設定されることを特徴
とする。
【００２１】
　（１５）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記拡張物理下
りリンク制御チャネルは、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域内に分散的に配置さ
れることを特徴とする。
【００２２】
　（１６）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記上位層制御
情報は、拡張物理下りリンク制御チャネルが、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域
内に分散的に配置されるか否かを示すことを特徴とする。
【００２３】
　（１７）また、本発明の一態様による通信システムは、端末と基地局の間で通信を行う
通信システムであって、前記基地局は、物理下りリンク制御チャネル領域に配置された物
理下りリンク制御チャネルと、前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理
下りリンク制御チャネル領域に配置された第１の拡張物理下りリンク制御チャネルと、前
記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された第２の拡張物理下りリンク制御チャ
ネルとを送信する下りリンク制御チャネル送信部と、前記拡張物理下りリンク制御チャネ
ル領域における第２の拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングを指示する上位層
制御情報を通知する上位層制御情報通知部とを備え、前記端末は、前記物理下りリンク制
御チャネル領域に配置された前記物理下りリンク制御チャネルと、前記拡張物理下りリン
ク制御チャネル領域に配置された第１の拡張物理下りリンク制御チャネルとをモニタリン
グする下りリンク制御チャネル検出部と、前記上位層制御情報を取得する上位層制御情報
取得部とを備え、前記下りリンク制御チャネル検出部は、前記上位層制御情報取得部が前
記上位層制御情報を取得した場合、前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前
記物理下りリンク制御チャネルに替えて、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配
置された第２の拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングすることを特徴とする。
【００２４】
　（１８）また、本発明の一態様による通信システムは、端末と基地局の間で通信を行う
通信システムであって、前記基地局は、物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、
報知情報の送信を示す物理下りリンク制御チャネルおよび前記物理下りリンク制御チャネ
ル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を
示す拡張物理下りリンク制御チャネルを送信する送信部と、前記拡張物理下りリンク制御
チャネル領域におけるモニタリングを指示する上位層制御情報を前記端末に通知する上位
層制御情報通知部とを備え、前記端末は、前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置さ
れた前記物理下りリンク制御チャネルをモニタリングする下りリンク制御チャネル検出部
と、前記上位層制御情報を取得する上位層制御情報取得部とを備え、前記下りリンク制御
チャネル検出部は、前記上位層制御情報取得部が前記上位層制御情報を取得した場合、前
記物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記物理下りリンク制御チャネルに替え
て、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記拡張物理下りリンク制御
チャネルをモニタリングすることを特徴とする。
【００２５】
　（１９）また、本発明の一態様による通信方法は、基地局と通信を行う端末における通
信方法であって、物理下りリンク制御チャネル領域に配置された物理下りリンク制御チャ
ネルと、前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネ
ル領域に配置された第１の拡張物理下りリンク制御チャネルとをモニタリングするステッ
プと、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域における第２の拡張物理下りリンク制御
チャネルのモニタリングを指示する上位層制御情報を取得するステップと、前記上位層制
御情報を取得した場合、前記物理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記物理下り
リンク制御チャネルに替えて、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された第
２の拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングするステップとを備えることを特徴
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とする。
【００２６】
　（２０）また、本発明の一態様による通信方法は、基地局と通信を行う端末における通
信方法であって、物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す
物理下りリンク制御チャネルをモニタリングするステップと、前記物理下りリンク制御チ
ャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域におけるモニタリングを指示
する上位層制御情報を取得するステップと、前記上位層制御情報を取得した場合、前記物
理下りリンク制御チャネル領域に配置された前記物理下りリンク制御チャネルに替えて、
前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す拡張物理
下りリンク制御チャネルをモニタリングするステップとを備えることを特徴とする。
【００２７】
　（２１）また、本発明の一態様による通信方法は、端末と通信を行う基地局における通
信方法であって、物理下りリンク制御チャネル領域に配置された物理下りリンク制御チャ
ネルと、前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる拡張物理下りリンク制御チャネ
ル領域に配置された第１の拡張物理下りリンク制御チャネルと、前記拡張物理下りリンク
制御チャネル領域に配置された第２の拡張物理下りリンク制御チャネルとを送信するステ
ップと、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領域における第２の拡張物理下りリンク制
御チャネルのモニタリングを指示する上位層制御情報を通知するステップとを備え、前記
物理下りリンク制御チャネルおよび前記第２の拡張物理下りリンク制御チャネルは、報知
情報用の識別子によりスクランブルされたＣＲＣビットが付与され、前記第１の拡張物理
下りリンク制御チャネルは、前記端末に固有の識別子によりスクランブルされたＣＲＣビ
ットが付与されることを特徴とする。
【００２８】
　（２２）また、本発明の一態様による通信方法は、端末と通信を行う基地局における通
信方法であって、物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す
物理下りリンク制御チャネルおよび／または前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異
なる拡張物理下りリンク制御チャネル領域に配置された、報知情報の送信を示す拡張物理
下りリンク制御チャネルを送信するステップと、前記拡張物理下りリンク制御チャネル領
域におけるモニタリングを指示する上位層制御情報を前記端末に通知するステップとを備
えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２９】
　この発明によれば、基地局と端末が通信する無線通信システムにおいて、基地局が端末
に対する制御情報を、物理下りリンク制御チャネルだけでなく、拡張された物理下りリン
ク制御チャネルを介して通知する場合においても、効率的に物理上りリンク制御チャネル
リソースの指定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る通信システム構成例を示す図である。
【図２】同実施形態に係る下りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。
【図３】同実施形態に係る上りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。
【図４】同実施形態に係る基地局のブロック構成の一例を示す概略図である。
【図５】同実施形態に係る端末のブロック構成の一例を示す概略図である。
【図６】同実施形態に係るＰＤＣＣＨ領域、およびＰＤＳＣＨ領域を示す図である。
【図７】同実施形態にＥ－ＰＤＣＣＨ領域、およびＰＤＳＣＨ領域における物理リソース
ブロックＰＲＢとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とを示す図である。
【図８】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソースのアグリゲーションの一例を示す
図である。
【図９】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域およびＰＤＳＣＨ領域におけるＰＲＢとＥ
－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッピングの一例を示す図である。
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【図１０】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域およびＰＤＳＣＨ領域におけるＰＲＢと
Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッピングの他の一例を示す図である。
【図１１】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域およびＰＤＳＣＨ領域におけるＰＲＢと
Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッピングの他の一例を示す図である。
【図１２】同実施形態に係るＲＥとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッピングの一
例を示す図である。
【図１３】同実施形態に係るＲＥとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッピングの他
の一例を示す図である。
【図１４】同実施形態に係るＲＥとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッピングの他
の一例を示す図である。
【図１５】同実施形態に係る基地局と端末との間の下りリンクデータ送信の流れを示す図
である。
【図１６】同実施形態に係る端末における動作を示すフローチャートである。
【図１７】本発明の第２の実施形態に係る基地局と端末との間の下りリンクデータ送信の
流れを示す図である。
【図１８】同実施形態に係る端末における動作を示すフローチャートである。
【図１９】同実施形態に係る基地局と端末との間の下りリンクデータ送信の流れの他の一
例を示す図である。
【図２０】同実施形態に係る端末における動作を示すフローチャートである。
【図２１】通信システム構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　（第１の実施形態）
　以下、本発明の第１の実施形態について説明する。本第１の実施形態における通信シス
テムは、基地局（基地局装置、下りリンク送信装置、上りリンク受信装置、ｅＮｏｄｅＢ
）および端末（端末装置、移動局装置、下りリンク受信装置、上りリンク送信装置、ＵＥ
）を備える。
【００３２】
　図１は、第１の実施形態に係る通信システム構成例を示す図である。図１では、基地局
１０１は端末１０２に、ＰＤＣＣＨおよび／または拡張された物理下りリンク制御チャネ
ル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ：Ｅｎｈａｎｃｅｄ－ＰＤＣＣＨ）１０３を介して、下りリンク送信
データ１０４に関する制御情報の通知を行う。端末１０２は、まず制御情報の検出を行い
、検出された場合に、検出された制御情報を用いて、同一のサブフレーム内の下りリンク
送信データ１０４を抽出する。この下りリンク送信データは、端末１０２宛の送信データ
（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）である場合もあれば、ページングやシ
ステム情報など、複数の端末に共通の送信データ（ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ）である場合もある。
【００３３】
　送信データを示す制御チャネルは、予め基地局１０１により指定される識別子であるＲ
ＮＴＩ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｉｅｓ）で
マスクされている。具体的には、端末１０２宛の送信データを示す拡張物理下りリンク制
御チャネル（第１の拡張物理下りリンク制御チャネル）である場合は、ＣＲＣ（Ｃｙｃｌ
ｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）の検査ビット（ＣＲＣビット、ＣＲＣ検査ビ
ット）として、端末１０２に割り当てられたＲＮＴI（Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ－ＲＮＴ
Ｉ）、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｓｅｍｉ　Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ
　Ｃ－ＲＮＴＩ）など）を示すビット列が使用される。そのため、端末１０２宛の送信デ
ータは端末１０２だけが読み取ることができるようになっている。また、複数の端末に共
通の送信データである場合は、共通の送信データ用のＲＮＴIでマスクされる。具体的に
は、ページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなどを示す拡張物理下りリ
ンク制御チャネル（第２の拡張物理下りリンク制御チャネル）は、ＣＲＣの検査ビットと
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して、それぞれＰ－ＲＮＴＩ（Ｐａｇｉｎｇ－ＲＮＴＩ）、ＳＩ－ＲＮＴＩ（Ｓｙｓｔｅ
ｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－ＲＮＴＩ）、ＲＡ－ＲＮＴＩ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ－ＲＮＴＩ）を示すビット列が使用される。Ｃ－ＲＮＴＩやＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩなど
の端末に固有の識別子は基地局１０１から各端末１０２に予め通知される一方、Ｐ－ＲＮ
ＴＩやＳＩ－ＲＮＴＩなどの報知情報用の識別子は共通あるいは固定に設定されており、
各端末１０２は、同一のページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスを読み
取ることができるようになっている。
【００３４】
　図２は、本実施形態に係る下りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。下り
リンクはＯＦＤＭアクセス方式が用いられる。下りリンクでは、ＰＤＣＣＨ、物理下りリ
ンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　
ＣＨａｎｎｅｌ）などが割り当てられる。下りリンクの無線フレームは、下りリンクのリ
ソースブロック（ＲＢ；Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）ペアから構成されている。この
下りリンクのＲＢペアは、下りリンクの無線リソースの割り当てなどの単位であり、予め
決められた幅の周波数帯（ＲＢ帯域幅）及び時間帯（２個のスロット＝１個のサブフレー
ム）からなる。１個の下りリンクのＲＢペアは、時間領域で連続する２個の下りリンクの
ＲＢ（ＲＢ帯域幅×スロット）から構成される。１個の下りリンクのＲＢは、周波数領域
において１２個のサブキャリアから構成され、時間領域において７個のＯＦＤＭシンボル
から構成される。周波数領域において１つのサブキャリア、時間領域において１つのＯＦ
ＤＭシンボルにより規定される領域をリソースエレメント（ＲＥ；Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅ
ｌｅｍｅｎｔ）と称する。物理下りリンク制御チャネルは、端末装置識別子、物理下りリ
ンク共用チャネルのスケジューリング情報、物理上りリンク共用チャネルのスケジューリ
ング情報、変調方式、符号化率、再送パラメータなどの下りリンク制御情報が送信される
物理チャネルである。なお、ここでは一つの要素キャリア（ＣＣ；Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　
Ｃａｒｒｉｅｒ）における下りリンクサブフレームを記載しているが、ＣＣ毎に下りリン
クサブフレームが規定され、下りリンクサブフレームはＣＣ間でほぼ同期している。
【００３５】
　図３は、本実施形態に係る上りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。上り
リンクはＳＣ－ＦＤＭＡ方式が用いられる。上りリンクでは、物理上りリンク共用チャネ
ル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＵＳＣＨ）、
ＰＵＣＣＨなどが割り当てられる。また、ＰＵＳＣＨやＰＵＣＣＨの一部に、上りリンク
参照信号が割り当てられる。上りリンクの無線フレームは、上りリンクのＲＢペアから構
成されている。この上りリンクのＲＢペアは、上りリンクの無線リソースの割り当てなど
の単位であり、予め決められた幅の周波数帯（ＲＢ帯域幅）及び時間帯（２個のスロット
＝１個のサブフレーム）からなる。１個の上りリンクのＲＢペアは、時間領域で連続する
２個の上りリンクのＲＢ（ＲＢ帯域幅×スロット）から構成される。１個の上りリンクの
ＲＢは、周波数領域において１２個のサブキャリアから構成され、時間領域において７個
のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成される。なお、ここでは一つのＣＣにおける上りリン
クサブフレームを記載しているが、ＣＣ毎に上りリンクサブフレームが規定される。
【００３６】
　図４は、本実施形態に係る基地局１０１のブロック構成の一例を示す概略図である。基
地局１０１は、コードワード生成部４０１、下りリンクサブフレーム生成部４０２、ＯＦ
ＤＭ信号送信部（下りリンク制御チャネル送信部）４０４、送信アンテナ（基地局送信ア
ンテナ）４０５、受信アンテナ（基地局受信アンテナ）４０６、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号受信
部４０７、上りリンクサブフレーム処理部４０８、上位層（上位層制御情報通知部）４０
９を有する。下りリンクサブフレーム生成部４０２は、物理下りリンク制御チャネル生成
部４０３を有する。
【００３７】
　図５は、本実施形態に係る端末１０２のブロック構成の一例を示す概略図である。端末
１０２は、受信アンテナ（端末受信アンテナ）５０１、ＯＦＤＭ信号受信部（下りリンク
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受信部）５０２、下りリンクサブフレーム処理部５０３、コードワード抽出部（データ抽
出部）５０５、上位層（上位層制御情報取得部）５０６、上りリンクサブフレーム生成部
５０７、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号送信部５０８、送信アンテナ（端末送信アンテナ）５０９を
有する。下りリンクサブフレーム処理部５０３は、物理下りリンク制御チャネル抽出部（
下りリンク制御チャネル検出部）５０４を有する。
【００３８】
　まず、図４および図５を用いて、下りリンクデータの送受信の流れについて説明する。
基地局１０１では、上位層４０９から送られてくる送信データ（トランスポートブロック
とも称す）は、コードワード生成部４０１において、誤り訂正符号化、レートマッチング
処理などの処理が施され、コードワードが生成される。この下りリンク送信データは、端
末１０２宛の送信データである場合もあれば、ページングやシステム情報など、複数の端
末に共通の送信データである場合もある。１つのセルにおける１つのサブフレームにおい
て、最大２つのコードワードが同時に送信される。下りリンクサブフレーム生成部４０２
では、上位層４０９の指示により、下りリンクサブフレームが生成される。まず、コード
ワード生成部４０１において生成されたコードワードは、ＰＳＫ（Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆ
ｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調やＱＡＭ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄ
ｕｌａｔｉｏｎ）変調などの変調処理により、変調シンボル系列に変換される。また、変
調シンボル系列は、一部のＲＢ内のＲＥにマッピングされ、プレコーディング処理により
アンテナポート毎の下りリンクサブフレームが生成される。なお、下りリンクにおけるＲ
Ｅは、各ＯＦＤＭシンボル上の各サブキャリアに対応して規定される。このとき、上位層
４０９から送られてくる送信データ系列は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）シグナリング用の制御情報（上位層制御情報）を含む。また、物理下りリ
ンク制御チャネル生成部４０３では、物理下りリンク制御チャネルが生成される。ここで
、物理下りリンク制御チャネルに含まれる制御情報（下りリンク制御情報、下りリンクグ
ラント）は、下りリンクにおける変調方式などを示すＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａ
ｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）、データ送信に用いるＲＢを示す下りリンクリソー
ス割り当て、ＨＡＲＱの制御に用いるＨＡＲＱの制御情報（リダンダンシーバージョン・
ＨＡＲＱプロセス番号・新データ指標）、ＰＵＣＣＨの閉ループ送信電力制御に用いるＰ
ＵＣＣＨ－ＴＰＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）コマンド
などの情報を含む。下りリンクサブフレーム生成部４０２は、上位層４１０の指示により
、また、下りリンク送信データの種類に応じたＲＮＴＩでマスクし、物理下りリンク制御
チャネルを下りリンクサブフレーム内のＲＥにマッピングする。下りリンクサブフレーム
生成部４０２で生成されたアンテナポート毎の下りリンクサブフレームは、ＯＦＤＭ信号
送信部４０４においてＯＦＤＭ信号に変調され、送信アンテナ４０５を介して送信される
。
【００３９】
　端末１０２では、受信アンテナ５０１を介して、ＯＦＤＭ信号受信部５０２においてＯ
ＦＤＭ信号が受信され、ＯＦＤＭ復調処理が施される。下りリンクサブフレーム処理部５
０３は、まず物理下りリンク制御チャネル抽出部５０４においてＰＤＣＣＨ（第１の下り
リンク制御チャネル）あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ（第２の下りリンク制御チャネル）を検出
する。より具体的には、ＰＤＣＣＨが配置され得る領域（第１の下りリンク制御チャネル
領域）あるいはＥ－ＰＤＣＣＨが配置され得る領域（第２の下りリンク制御チャネル領域
、潜在的Ｅ－ＰＤＣＣＨ）をデコードし、予め付加されているＣＲＣの検査ビットを確認
する（ブラインドデコーディング）。すなわち、物理下りリンク制御チャネル抽出部５０
４は、ＰＤＣＣＨ領域に配置されたＰＤＣＣＨと、ＰＤＣＣＨ領域とは異なるＰＤＳＣＨ
領域に配置されたＥ－ＰＤＣＣＨとをモニタリングする。ＣＲＣ検査ビットが予め基地局
から割り当てられたＩＤ（ＲＮＴＩ）と一致する場合、下りリンクサブフレーム処理部５
０３は、ＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを検出できたものと認識し、検出したＰＤＣ
ＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに含まれる制御情報を用いてＰＤＳＣＨを抽出する。より具
体的には、下りリンクサブフレーム生成部４０２におけるＲＥマッピング処理や変調処理
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に対応するＲＥデマッピング処理や復調処理などが施される。受信した下りリンクサブフ
レームから抽出されたＰＤＳＣＨは、コードワード抽出部５０５に送られる。コードワー
ド抽出部５０５では、コードワード生成部４０１におけるレートマッチング処理、誤り訂
正符号化に対応するレートマッチング処理、誤り訂正復号化などが施され、トランスポー
トブロックが抽出され、上位層５０６に送られる。すなわち、物理下りリンク制御チャネ
ル抽出部５０４がＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを検出した場合、コードワード抽出
部５０５は検出されたＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに関連するＰＤＳＣＨにおける
送信データを抽出して上位層５０６に送る。
【００４０】
　次に、上りリンク送信データの送受信の流れについて説明する。端末１０２では、上り
リンクサブフレーム生成部５０７では、上位層５０６から送られる上りリンク送信データ
が、上りリンクサブフレーム内のＲＢにマッピングされる。ＳＣ－ＦＤＭＡ信号送信部５
０８は、上りリンクサブフレームにＳＣ－ＦＤＭＡ変調を施してＳＣ－ＦＤＭＡ信号を生
成し、送信アンテナ５０９を介して送信する。
【００４１】
　基地局１０１では、受信アンテナ４０６を介して、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号受信部４０７に
おいてＳＣ－ＦＤＭＡ信号が受信され、ＳＣ－ＦＤＭＡ復調処理が施される。上りリンク
サブフレーム処理部４０８では、上りリンク送信データがマッピングされたＲＢから上り
リンク送信データを抽出し、抽出された上りリンク送信データは上位層４０９に送られる
。
【００４２】
　次に、ＰＤＣＣＨについて説明する。図６はＰＤＣＣＨ領域、およびＰＤＳＣＨ領域を
示す図である。第１の制御チャネルであるＰＤＣＣＨは、サブフレームにおける先頭の１
～３のＯＦＤＭシンボルに配置される。第１の制御チャネルの周波数方向は、システム帯
域幅に渡って配置される。また、共有チャネルは、サブフレームにおいて、第１の制御チ
ャネル以外のＯＦＤＭシンボルに配置される。ＰＤＣＣＨは、複数の制御チャネルエレメ
ント（ＣＣＥ：Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）により構成される。
各下りリンクコンポーネントキャリアで用いられるＣＣＥの数は、下りリンクコンポーネ
ントキャリア帯域幅と、ＰＤＣＣＨを構成するＯＦＤＭシンボル数と、通信に用いる基地
局の送信アンテナの数に応じた下りリンク参照信号の送信ポート数に依存する。ＣＣＥは
、複数の下りリンクリソースエレメント（１つのＯＦＤＭシンボルおよび１本のサブキャ
リアで規定されるリソース）により構成される。
【００４３】
　基地局と端末との間で用いられるＣＣＥには、ＣＣＥを識別するための番号が付与され
ている。ＣＣＥの番号付けは、予め決められた規則に基づいて行なわれる。ここで、ＣＣ
Ｅ＿ｔは、ＣＣＥ番号ｔのＣＣＥを示す。ＰＤＣＣＨは、複数のＣＣＥからなる集合（Ｃ
ＣＥ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）により構成される。この集合を構成するＣＣＥの数を、
「ＣＣＥ集合レベル」（ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）と称す。ＰＤＣ
ＣＨを構成するＣＣＥ集合レベルは、ＰＤＣＣＨに設定される符号化率、ＰＤＣＣＨに含
められるＤＣＩのビット数に応じて基地局において設定される。なお、端末に対して用い
られる可能性のあるＣＣＥ集合レベルの組み合わせは予め決められている。また、ｎ個の
ＣＣＥからなる集合を、「ＣＣＥ集合レベルｎ」という。
【００４４】
　１個のリソースエレメントグループは周波数領域の隣接する４個の下りリンクリソース
エレメントにより構成される。さらに、１個のＣＣＥは、周波数領域及び時間領域に分散
した９個の異なるリソースエレメントグループにより構成される。具体的には、下りリン
クコンポーネントキャリア全体に対して、番号付けされた全てのリソースエレメントグル
ープに対してブロックインタリーバを用いてリソースエレメントグループ単位でインタリ
ーブが行なわれ、インタリーブ後の番号の連続する９個のリソースエレメントグループに
より１個のＣＣＥが構成される。
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【００４５】
　各端末には、ＰＤＣＣＨを検索する領域（探索領域、検索領域）であるＳＳ（Ｓｅａｒ
ｃｈ　Ｓｐａｃｅ）が設定される。ＳＳは、複数のＣＣＥから構成される。ＣＣＥには予
め番号が振られており、番号の連続する複数のＣＣＥからＳＳは構成される。あるＳＳを
構成するＣＣＥ数は予め決められている。各ＣＣＥ集合レベルのＳＳは、複数のＰＤＣＣ
Ｈの候補の集合体により構成される。ＳＳは、構成されるＣＣＥのうち、番号が最も小さ
いＣＣＥの番号がセル内で共通であるセル固有探索領域ＣＳＳ（Ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ＳＳ）と、番号が最も小さいＣＣＥの番号が端末固有である端末固有探索領域ＵＳ
Ｓ（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＳＳ）とに分類される。ＣＳＳには、システム情報あるい
はページングに関する情報など、複数の端末が読む制御情報が割り当てられた（含まれた
）ＰＤＣＣＨ、あるいは下位の送信方式へのフォールバックやランダムアクセスの指示を
示す下りリンク／上りリンクグラントが割り当てられた（含まれた）ＰＤＣＣＨを配置す
ることができる。
【００４６】
　基地局は、端末において設定されるＳＳ内の１個以上のＣＣＥを用いてＰＤＣＣＨを送
信する。端末は、ＳＳ内の１個以上のＣＣＥを用いて受信信号の復号を行ない、自身宛て
のＰＤＣＣＨを検出するための処理を行なう（ブラインドデコーディングと呼称する）。
端末は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳＳを設定する。その後、端末は、ＣＣＥ集合レベ
ル毎に異なるＳＳ内の予め決められた組み合わせのＣＣＥを用いてブラインドデコーディ
ングを行なう。言い換えると、端末は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳＳ内の各ＰＤＣＣ
Ｈの候補に対してブラインドデコーディングを行なう。端末におけるこの一連の処理をＰ
ＤＣＣＨのモニタリングという。
【００４７】
　基地局は、ＣＳＳにページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなどを指
示するＰＤＣＣＨ（複数の端末に共通の送信データを指定するＰＤＣＣＨ）を配置する。
また、端末は、ＣＳＳにおいて、Ｐ－ＲＮＴＩ、ＳＩ－ＲＮＴＩ、ＲＡ－ＲＮＴＩなどを
用いたＰＤＣＣＨのモニタリング（ブラインドデコードおよびＣＲＣ検査ビットの確認）
を行う。
【００４８】
　次に、Ｅ－ＰＤＣＣＨについて説明する。図７はＥ－ＰＤＣＣＨ領域、およびＰＤＳＣ
Ｈ領域における物理リソースブロックＰＲＢ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＲＢ）とＥ－ＰＤＣＣ
Ｈ論理リソース要素とを示す図である。実際のサブフレーム上のＲＢはＰＲＢと呼ばれる
。また、ＲＢの割り当てに用いられる論理的なリソースであるＲＢはＶＲＢ（Ｖｉｒｔｕ
ａｌ　ＲＢ）と呼ばれる。なお、ここではＶＲＢがＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソースの要素で
ある場合について説明するがこれに限るものではない。
【００４９】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、ＰＤＣＣＨ以外のＯＦＤＭシンボルに配置される（ただし、一部重
複してもよい）。Ｅ－ＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨと周波数多重される。また、Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨが配置されうるリソースブロックは、端末毎に設定される。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨが
配置されるＯＦＤＭシンボルのスタート位置は、共有チャネルと同様の方法あるいは個別
の方法を用いることができる。
【００５０】
　ＮＤＬ

ＰＲＢは、下りリンクＣＣ内で周波数方向に並べられたＰＲＢ数である。ＰＲＢ
（あるいはＰＲＢペア）には番号ｎＰＲＢが振られ、ｎＰＲＢは周波数の低い方から順に
、０、１、２、・・・、ＮＤＬ

ＰＲＢ－１となる。下りリンクＣＣ内で周波数方向に並べ
られたＶＲＢ数をＮとして、Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素には番号ｎＶＲＢが振られ
、ｎＶＲＢは周波数の低い方から順に、０、１、２、・・・、Ｎ－１となる。ＰＲＢの各
々とＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素の各々は、明示的あるいは黙示的／暗示的にマッピ
ングされる。なお、ここでいう番号は、インデクスとも表現できる。
【００５１】
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　ＰＤＣＣＨと同様、Ｅ－ＰＤＣＣＨは、所定数（集合レベル）のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リ
ソース要素からなる集合により構成される。図８は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソースのアグ
リゲーションの一例を示す図である。ここでは、アグリゲーションレベル１からアグリゲ
ーションレベル８の４種類のアグリゲーションレベルを示しており、それぞれ１個から８
個のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素から１つのＥ－ＰＤＣＣＨが構成される。
【００５２】
　図９はＥ－ＰＤＣＣＨ領域およびＰＤＳＣＨ領域におけるＰＲＢとＥ－ＰＤＣＣＨ論理
リソース要素とのマッピングの一例を示す図である。このＰＲＢ対Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リ
ソース要素マッピング方式によれば、１つのＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素が１つのＰ
ＲＢにマッピングされる。まず第１スロットにおけるＰＲＢにおいてｎＰＲＢが増加に対
応して、ｎＶＲＢが増加するようにＰＲＢとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とがマッピ
ングされる。次に第２スロットにおけるＰＲＢにおいてｎＰＲＢが増加に対応して、ｎＶ

ＲＢが増加するようにＰＲＢとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とがマッピングされる。
すなわち、ＰＲＢにおいて、スロットのループの内側でｎＰＲＢのループの処理を行う。
あるいは、ここでは図示しないが、第１スロット、第２スロットという順でｎＶＲＢが増
加するようにＰＲＢとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とがマッピングし、その後、次の
第１スロットでｎＰＲＢが増加するという順でマッピングしてもよい。すなわち、ＰＲＢ
において、ｎＰＲＢのループの内側でスロットのループの処理を行うようにしてもよい。
【００５３】
　このように、１つのＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素が１つのＰＲＢにマッピングされ
るようにすることにより、Ｅ－ＰＤＣＣＨを周波数軸上で局所的に配置することができる
（リソース割当タイプ１）。このような局所的なＥ－ＰＤＣＣＨ送信が可能なマッピング
を用いたＥ－ＰＤＣＣＨ送信を局所Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信（Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨ送信、第１のＥ－ＰＤＣＣＨ送信）と称す。局所Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信は、周波数選
択性フェージング環境下において、品質が良好な周波数チャネルを用いてＥ－ＰＤＣＣＨ
を送信することができる。そのため、伝搬路の周波数選択性を把握している場合に、大き
な利得を得ることができる。
【００５４】
　一方、１つのＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素が複数のＰＲＢにマッピングされるよう
にすることにより、Ｅ－ＰＤＣＣＨを周波数軸上で分散的に配置することができる（リソ
ース割当タイプ２）。このような分散的なＥ－ＰＤＣＣＨ送信が可能なマッピングを用い
たＥ－ＰＤＣＣＨ送信を分散Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨ送信、第２のＥ－ＰＤＣＣＨ送信）と称す。以下では、分散Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信時の
ＰＲＢ対Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素マッピングについて述べる。分散Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈ送信は、周波数選択性フェージング環境下において、大きな周波数ダイバーシチ効果を
得ることができる。そのため、伝搬路の周波数選択性に左右されない利得を得ることがで
きる
【００５５】
　図１０はＥ－ＰＤＣＣＨ領域およびＰＤＳＣＨ領域におけるＰＲＢとＥ－ＰＤＣＣＨ論
理リソース要素とのマッピングの他の一例を示す図である。このＰＲＢ対Ｅ－ＰＤＣＣＨ
論理リソース要素マッピング方式によれば、複数のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素の組
が、複数のＰＲＢの組にマッピングされる。なお、ここでは、１つの組から１つの組への
マッピングを示しているが、これは複数の組から複数の組へのマッピングのうちの１つだ
けを図示してものであり、この他にもＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素の組やＰＲＢの組
が存在する。また、ここでは、ＲＰＢの組として第１スロット内の複数のＰＲＢを組にす
る場合を示しているが、これに限るものではない。第２スロット内の複数のＰＲＢを組に
してもよいし、第１スロット内のＰＲＢと第２スロット内のＰＲＢとから１つの組を構成
してもよい。また、ここでは、組を構成する要素数が同じで２個である場合について説明
したが、これに限るものではない。例えば、４個のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素の組
が、２個のＰＲＢの組にマッピングされるように、Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素の数
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を多くしてもよいし、２個のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素の組が、４個のＰＲＢの組
にマッピングされるように、ＰＲＢの数を多くしてもよい。また、共に２個ではなく、３
個以上の数にしてもよい。 
【００５６】
　図１１はＥ－ＰＤＣＣＨ領域およびＰＤＳＣＨ領域におけるＰＲＢとＥ－ＰＤＣＣＨ論
理リソース要素とのマッピングの他の一例を示す図である。このＰＲＢ対Ｅ－ＰＤＣＣＨ
論理リソース要素マッピング方式によれば、複数のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素の組
が、複数の部分ＰＲＢペアの組にマッピングされる。図１１と図１０との違いは、ＰＲＢ
を部分ＰＲＢペアにしたことである。ここで、部分ＰＲＢペアとは、１つのＰＲＢペアを
周波数方向および／または時間方向に分割してできた領域である。なお、図１１では、周
波数方向に２分割する例を示しているがこれに限るものではない。１つのＰＲＢペアを周
波数方向および／または時間方向に分割してできた領域であればよい。この意味では、Ｐ
ＲＢは、時間方向に分割する場合の部分ＰＲＢペアであるとも言える。
【００５７】
　次に、複数のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素の組が、複数の部分ＰＲＢペア（ＰＲＢ
も含む）の組にマッピングされる場合のＲＥとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッ
ピングについて説明する。図１２は、ＲＥとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッピ
ングの一例を示す図である。Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素および部分ＰＲＢペアの各
々は、複数個に分割される。特に、部分ＰＲＢペアは周波数方向に分割される。１つのＥ
－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素が分割されてできた複数の構成要素は、少なくとも２つの
異なる部分ＰＲＢペアの一部にマッピングされる。
【００５８】
　図１３は、ＲＥとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッピングの他の一例を示す図
である。Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素および部分ＰＲＢペアの各々は、複数個に分割
される。特に、部分ＰＲＢペアは時間方向に分割される。図１２と同様、１つのＥ－ＰＤ
ＣＣＨ論理リソース要素が分割されてできた複数の構成要素は、少なくとも２つの異なる
部分ＰＲＢペアの一部にマッピングされる。
【００５９】
　図１４は、ＲＥとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッピングの他の一例を示す図
である。Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素および部分ＰＲＢペアの各々は、複数個に分割
される。特に、部分ＰＲＢペアは時間および周波数方向に分割される。図１２や図１３と
同様、１つのＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素が分割されてできた複数の構成要素は、少
なくとも２つの異なる部分ＰＲＢペアの一部にマッピングされる。
【００６０】
　図１２から図１４におけるＲＥとＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素とのマッピングにお
いて、好ましくは、Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素と部分ＰＲＢペアの分割数を同数Ｋ
とし、任意のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素をＫ分割してできた構成要素のうちのｋ（
ｋは１、２、・・・、Ｋのいずれかの値）番目の構成要素を、部分ＰＲＢペアをＫ分割し
てできた構成要素のうちのｋ番目の構成要素にマッピングするようにする。
【００６１】
　さらに好ましくは、Ｅ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素と部分ＰＲＢペアの分割数を、１
つの組におけるＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素の数および１つの組における部分ＰＲＢ
ペアの数と同数Ｋとし、１つの組におけるｋ１（ｋ１は１、２、・・・、Ｋのいずれかの
値）番目のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素をＫ分割してできた構成要素のうちのｋ２（
ｋ２は１、２、・・・、Ｋのいずれかの値）番目の構成要素は、１つの組におけるｍｏｄ
（ｋ１＋ｋ２－２、Ｋ）＋１番目の部分ＰＲＢペアをＫ分割してできた構成要素のうちの
ｋ２番目の構成要素にマッピングするようにする。ここでｍｏｄは剰余関数である。
【００６２】
　以上では、局所Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信と分散Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信について説明した。次に
、特に複数の端末に共通の送信データ（報知される送信データ）を送信する場合に着目し
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て、基地局から端末に送信データを送信する際の流れについて説明する。
【００６３】
　図１５は、基地局１０１と端末１０２との間の下りリンクデータ送信の流れを示す図で
ある。端末１０２は、初期アクセス後、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データ
（ページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなど）を指定するＰＤＣＣＨ
（ページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレスポンス指示など）をモニタリングしている。基地
局１０１は、報知される送信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセスレス
ポンスなど）の送信が必要になった場合、少なくともＰＤＣＣＨ領域において、報知され
る送信データを指定（指示）するＰＤＣＣＨを送信する（Ｓ１５０１）。また、Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定（指示）するＥ－ＰＤＣＣＨを送信し
てもよい（Ｓ１５０１）。なお、ここではＰＤＣＣＨによる指示とＥ－ＰＤＣＣＨによる
指示が同じタイミングであるかのように図示しているが、これに限るものではない。
【００６４】
　端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定するＰＤＣＣＨ
をモニタリングしているため、基地局１０１から送信されたこのＰＤＣＣＨを検出する（
Ｓ１５０２）。
【００６５】
　基地局１０１は各端末１０２宛の個別のシグナリング（ＲＲＣシグナリング）を用いて
、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域を指定（設定、通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１
０２は制御情報に基づいてＥ－ＰＤＣＣＨ領域（潜在的Ｅ－ＰＤＣＣＨ）を設定する（ス
テップＳ１５０３）。ここで、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域を指定する方法としては、周波数帯域
内の一部あるいは全部のＲＢを指定する方法を用いることができる。例えば、ＰＲＢ毎に
Ｅ－ＰＤＣＣＨが配置され得るか否かをビットマップ形式で表現することができる。また
、これと併用して、時間領域における一部のサブフレームをＥ－ＰＤＣＣＨが配置され得
るサブフレームとして指定することができる。例えば、サブフレームの周期および基準サ
ブフレームからのオフセット値を指定するという方法を用いることができる。あるいは、
無線フレーム（１０サブフレーム）あるいは複数無線フレーム内の各サブフレームに対し
、Ｅ－ＰＤＣＣＨが配置され得るか否かをビットマップ形式で表現することもできる。ま
た、同時に局所的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信であるか、あるいは分散的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信であ
るかを通知するようにしてもよい。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域が設定された端末１０２は、端末
１０２宛の送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。一方、端末１０２
は、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定するＰＤＣＣＨを引き続きモ
ニタリングしている。すなわち、この時点で、端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域において、
報知される送信データを指定するＰＤＣＣＨをモニタリングし、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域にお
いて、端末１０２宛の送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。
【００６６】
　なお、１つのＥ－ＰＤＣＣＨ領域内のＳＳは１つでもよいし、１つのＥ－ＰＤＣＣＨ領
域内に複数のＳＳを設定することもできる。この場合、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域の設定の中に
、さらにＳＳの設定を含む構成としてもよい。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内のＳＳ毎に局
所的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信であるか、あるいは分散的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信であるかを設定で
きるようにしてもよい。
【００６７】
　次に、基地局１０１は各端末１０２宛の個別のシグナリング（ＲＲＣシグナリング）を
用いて、報知される送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨのモニタリングを指定（設定、
通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＥ－ＰＤＣ
ＣＨ領域でのページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレスポンス指示などのモニタリングを設定
する（ステップＳ１５０４）。
【００６８】
　端末１０２は、ステップＳ１５０４の後、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送
信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなど）を指定するＥ
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－ＰＤＣＣＨ（ページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレスポンス指示など）をモニタリングす
る。すなわち、送信データを指定する制御チャネルをモニタリングする領域を、ＰＤＣＣ
Ｈ領域とＥ－ＰＤＣＣＨ領域との間で切り替える。
【００６９】
　基地局１０１は、報知される送信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセ
スレスポンスなど）の送信が必要になった場合、少なくともＥ－ＰＤＣＣＨ領域において
、報知される送信データを指定（指示）するＥ－ＰＤＣＣＨを送信する（Ｓ１５０５）。
また、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定（指示）するＰＤＣＣＨを
送信してもよい（Ｓ１５０５）。
【００７０】
　端末１０２は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定するＥ－Ｐ
ＤＣＣＨをモニタリングしているため、基地局１０１から送信されたこのＥ－ＰＤＣＣＨ
を検出する（Ｓ１５０６）。
【００７１】
　図１６は、端末１０２における動作を示すフローチャートである。まず、Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈ領域が設定されているか否かを判定する（ステップＳ１６０１）。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域
が設定されていない（ステップＳ１６０１においてＮｏ）場合、ＰＤＣＣＨ領域において
、報知される送信データを指定するＰＤＣＣＨをモニタリングする（ステップＳ１６０２
）。一方、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域が設定されている（ステップＳ１６０１においてＹｅｓ）
場合、報知される送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨのモニタリングが設定されている
か否かを判定する（ステップＳ１６０３）。報知される送信データを指定するＥ－ＰＤＣ
ＣＨのモニタリングが設定されていない（ステップＳ１６０３においてＮｏ）場合、ＰＤ
ＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定するＰＤＣＣＨをモニタリングする（
ステップＳ１６０２）。一方、報知される送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨのモニタ
リングが設定されている（ステップＳ１６０３においてＹｅｓ）場合、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領
域において、報知される送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする（ステ
ップＳ１６０４）。
【００７２】
　このように、本実施形態に係る通信システムでは、基地局は、端末が、Ｅ－ＰＤＣＣＨ
領域において、報知される送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングすること
を明示的に指定（設定、通知）する。端末は、報知される送信データを指定するＥ－ＰＤ
ＣＣＨのモニタリング（報知される送信データに対応するＲＮＴIによりスクランブルさ
れたＣＲＣ検査ビットが付加されたＥ－ＰＤＣＣＨのデコード）が設定されていない場合
は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域ではなくＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定
するＰＤＣＣＨをモニタリングする（報知される送信データに対応するＲＮＴIによりス
クランブルされたＣＲＣ検査ビットが付加されたＰＤＣＣＨをデコードする）。一方、報
知される送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨのモニタリングが設定されている場合は、
ＰＤＣＣＨ領域ではなくＥ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定する
Ｅ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。
【００７３】
　これにより、送信データを指定する制御チャネルをモニタリングする領域を適応的に切
り替えることができる。そのため、基地局が端末に対する制御情報を、物理下りリンク制
御チャネルだけでなく、拡張された物理下りリンク制御チャネルを介して通知する場合に
おいても、効率的に各端末宛の送信データあるいは複数の端末に共通の送信データの指定
を行うことができる。
【００７４】
　（第２の実施形態）
　上記第１の実施形態では、基地局は、端末が、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知され
る送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングすることを明示的に指定（設定、
通知）する通信システムについて説明した。本発明の第２の実施形態では、基地局は、端
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末が、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨを
モニタリングすることを黙示的／暗示的に指定（設定、通知）する通信システムについて
説明する。 
【００７５】
　なお、本実施形態における通信システムは、図１に示す通信システムと同様の構成を用
いることができる。また、本実施形態における基地局１０１および端末１０２のブロック
構成は、図４および図５に示したブロック構成同様の構成を用いることができる。しかし
ながら、基地局から端末に送信データを送信する際の流れが第１の実施形態とは若干異な
る。そこで、以下では、特に複数の端末に共通の送信データ（報知される送信データ）を
送信する場合に着目して、基地局から端末に送信データを送信する際の流れについて説明
する。
【００７６】
　図１７は、基地局１０１と端末１０２との間の下りリンクデータ送信の流れを示す図で
ある。端末１０２は、初期アクセス後、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データ
（ページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなど）を指定するＰＤＣＣＨ
（ページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレスポンス指示など）をモニタリングしている。基地
局１０１は、報知される送信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセスレス
ポンスなど）の送信が必要になった場合、少なくともＰＤＣＣＨ領域において、報知され
る送信データを指定（指示）するＰＤＣＣＨを送信する（Ｓ１７０１）。また、Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定（指示）するＥ－ＰＤＣＣＨを送信し
てもよい（Ｓ１７０１）。なお、ここではＰＤＣＣＨによる指示とＥ－ＰＤＣＣＨによる
指示が同じタイミングであるかのように図示しているが、これに限るものではない。
【００７７】
　端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定するＰＤＣＣＨ
をモニタリングしているため、基地局１０１から送信されたこのＰＤＣＣＨを検出する（
Ｓ１７０２）。
【００７８】
　基地局１０１は各端末１０２宛の個別のシグナリング（ＲＲＣシグナリング）を用いて
、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域を指定（設定、通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１
０２は制御情報に基づいてＥ－ＰＤＣＣＨ領域（潜在的Ｅ－ＰＤＣＣＨ）を設定する（ス
テップＳ１７０３）。ここで、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域を指定する方法は、第１の実施形態で
説明した方法と同じ方法を用いることができる。
【００７９】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域が設定された端末１０２は、端末１０２宛の送信データを指定する
Ｅ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。一方、端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域において、報
知される送信データを指定するＰＤＣＣＨを引き続きモニタリングしている。すなわち、
この時点で、端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定する
ＰＤＣＣＨをモニタリングし、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、端末１０２宛の送信データ
を指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。
【００８０】
　次に、基地局１０１は各端末１０２宛の個別のシグナリング（ＲＲＣシグナリング）を
用いて、局所的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信であるか、あるいは分散的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信である
かを指定（設定、通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基
づいて局所的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信によるＥ－ＰＤＣＣＨあるいは分散的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送
信によるＥ－ＰＤＣＣＨのモニタリングを設定する（ステップＳ１７０４）。
【００８１】
　なお、ステップＳ１７０３で設定される１つのＥ－ＰＤＣＣＨ領域内のＳＳは１つでも
よいし、１つのＥ－ＰＤＣＣＨ領域内に複数のＳＳを設定することもできる。この場合、
ステップＳ１７０４においてＥ－ＰＤＣＣＨ領域内のＳＳ毎に局所的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信
であるか、あるいは分散的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信であるかを設定できるようにしてもよい。



(20) JP 2013-98946 A 2013.5.20

10

20

30

40

50

【００８２】
　端末１０２は、ステップＳ１７０４において分散的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信が設定された場
合（Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域全体に対して設定された場合あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ内の少なく
とも１つのＳＳに対して設定された場合）、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送
信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなど）を指定するＥ
－ＰＤＣＣＨ（ページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレスポンス指示など）をモニタリングす
る。すなわち、送信データを指定する制御チャネルをモニタリングする領域を、ＰＤＣＣ
Ｈ領域とＥ－ＰＤＣＣＨ領域との間で切り替える。ここでは、分散的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信
が設定されたものとして説明を続ける。なお、図１７では、ステップＳ１７０３の後にス
テップＳ１７０４の処理が行われる場合について説明しているが、ステップＳ１７０３と
ステップＳ１７０４は同じタイミングで処理（シグナリングおよび／または設定）するこ
ともできる。
【００８３】
　基地局１０１は、報知される送信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセ
スレスポンスなど）の送信が必要になった場合、少なくともＥ－ＰＤＣＣＨ領域において
、報知される送信データを指定（指示）するＥ－ＰＤＣＣＨを送信する（Ｓ１７０５）。
また、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定（指示）するＰＤＣＣＨを
送信してもよい（Ｓ１７０５）。
【００８４】
　端末１０２は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定するＥ－Ｐ
ＤＣＣＨをモニタリングしているため、基地局１０１から送信されたこのＥ－ＰＤＣＣＨ
を検出する（Ｓ１７０６）。
【００８５】
　図１８は、端末１０２における動作を示すフローチャートである。まず、Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈ領域が設定されているか否かを判定する（ステップＳ１８０１）。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域
が設定されていない（ステップＳ１８０１においてＮｏ）場合、ＰＤＣＣＨ領域において
、報知される送信データを指定するＰＤＣＣＨをモニタリングする（ステップＳ１８０２
）。一方、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域が設定されている（ステップＳ１８０１においてＹｅｓ）
場合、分散的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信（リソース割当タイプ２）が設定されているか否かを判
定する（ステップＳ１８０３）。局所的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信（リソース割当タイプ１）が
設定されている場合、すなわち、分散的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信（リソース割当タイプ２）が
設定されていない（ステップＳ１８０３においてＮｏ）場合、ＰＤＣＣＨ領域において、
報知される送信データを指定するＰＤＣＣＨをモニタリングする（ステップＳ１８０２）
。一方、局所的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信（リソース割当タイプ１）が設定されていない場合、
すなわち、分散的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信（リソース割当タイプ２）が設定されている（ステ
ップＳ１８０３においてＹｅｓ）場合、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信デ
ータを指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする（ステップＳ１８０４）。
【００８６】
　図１９は、基地局１０１と端末１０２との間の下りリンクデータ送信の流れの他の一例
を示す図である。端末１０２は、初期アクセス後、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される
送信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなど）を指定する
ＰＤＣＣＨ（ページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレスポンス指示など）をモニタリングして
いる。基地局１０１は、報知される送信データ（ページングやシステム情報やランダムア
クセスレスポンスなど）の送信が必要になった場合、少なくともＰＤＣＣＨ領域において
、報知される送信データを指定（指示）するＰＤＣＣＨを送信する（Ｓ１９０１）。また
、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定（指示）するＥ－ＰＤＣＣ
Ｈを送信してもよい（Ｓ１９０１）。なお、ここではＰＤＣＣＨによる指示とＥ－ＰＤＣ
ＣＨによる指示が同じタイミングであるかのように図示しているが、これに限るものでは
ない。
【００８７】
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　端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定するＰＤＣＣＨ
をモニタリングしているため、基地局１０１から送信されたこのＰＤＣＣＨを検出する（
Ｓ１９０２）。
【００８８】
　基地局１０１は各端末１０２宛の個別のシグナリング（ＲＲＣシグナリング）を用いて
、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域を指定（設定、通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１
０２は制御情報に基づいてＥ－ＰＤＣＣＨ領域（潜在的Ｅ－ＰＤＣＣＨ）を設定する（ス
テップＳ１９０３）。ここで、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域を指定する方法は、第１の実施形態で
説明した方法と同じ方法を用いることができる。
【００８９】
　このとき、基地局１０１は、端末１０２に対して、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知
される送信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなど）を指
定するＥ－ＰＤＣＣＨ（ページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレスポンス指示など）をモニタ
リングさせる場合、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域が所定の領域を含むように、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域
を指定（設定、通知）する。
【００９０】
　端末１０２は、ステップＳ１９０３で通知されたＥ－ＰＤＣＣＨ領域が所定の領域を含
むか否かを判定する（ステップＳ１９０４）。端末１０２は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域が所定
の領域を含む場合（ＰＤＣＣＨ領域が所定の領域のすべてを含む場合、あるいはＰＤＣＣ
Ｈ領域が所定の領域の少なくとも一部を含む場合）、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知
される送信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなど）を指
定するＥ－ＰＤＣＣＨ（ページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレスポンス指示など）をモニタ
リングする。すなわち、送信データを指定する制御チャネルをモニタリングする領域を、
ＰＤＣＣＨ領域とＥ－ＰＤＣＣＨ領域との間で切り替える。ここでは、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領
域が所定の領域を含むものとして説明を続ける。
【００９１】
　基地局１０１は、報知される送信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセ
スレスポンスなど）の送信が必要になった場合、少なくともＥ－ＰＤＣＣＨ領域において
、報知される送信データを指定（指示）するＥ－ＰＤＣＣＨを送信する（Ｓ１９０５）。
また、ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定（指示）するＰＤＣＣＨを
送信してもよい（Ｓ１９０５）。
【００９２】
　端末１０２は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを指定するＥ－Ｐ
ＤＣＣＨをモニタリングしているため、基地局１０１から送信されたこのＥ－ＰＤＣＣＨ
を検出する（Ｓ１９０６）。
【００９３】
　図２０は、端末１０２における動作を示すフローチャートである。まず、Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈ領域が設定されているか否かを判定する（ステップＳ２００１）。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域
が設定されていない（ステップＳ２００１においてＮｏ）場合、ＰＤＣＣＨ領域において
、報知される送信データを指定するＰＤＣＣＨをモニタリングする（ステップＳ２００２
）。一方、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域が設定されている（ステップＳ２００１においてＹｅｓ）
場合、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域が所定の領域を含むか否かを判定する（ステップＳ２００３）
。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域が所定の領域を含まない場合、ＰＤＣＣＨ領域において、報知され
る送信データを指定するＰＤＣＣＨをモニタリングする（ステップＳ２００２）。一方、
Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域が所定の領域を含む場合、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される
送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする（ステップＳ２００４）。
【００９４】
　このように、本実施形態に係る通信システムでは、基地局は、端末が、Ｅ－ＰＤＣＣＨ
領域において、報知される送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングすること
を黙示的／暗示的に指定（設定、通知）する。端末は、報知される送信データを指定する
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Ｅ－ＰＤＣＣＨのモニタリング（報知される送信データに対応するＲＮＴIによりスクラ
ンブルされたＣＲＣ検査ビットが付加されたＥ－ＰＤＣＣＨのデコード）が設定されてい
ない場合は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域ではなくＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信デー
タを指定するＰＤＣＣＨをモニタリングする（報知される送信データに対応するＲＮＴI
によりスクランブルされたＣＲＣ検査ビットが付加されたＰＤＣＣＨをデコードする）。
一方、報知される送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨのモニタリングが設定されている
場合は、ＰＤＣＣＨ領域ではなくＥ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信データを
指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。
【００９５】
　これにより、送信データを指定する制御チャネルをモニタリングする領域を適応的に切
り替えることができる。そのため、基地局が端末に対する制御情報を、物理下りリンク制
御チャネルだけでなく、拡張された物理下りリンク制御チャネルを介して通知する場合に
おいても、効率的に各端末宛の送信データあるいは複数の端末に共通の送信データの指定
を行うことができる。
【００９６】
　なお、ここでは、基地局は、端末が、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域において、報知される送信デ
ータを指定するＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングすることを黙示的／暗示的に指定（設定、
通知）する例として、Ｅ－ＰＤＣＣＨのリソース割当タイプを通知し、リソース割当タイ
プに応じて、送信データを指定する制御チャネルをモニタリングする領域を切り替える例
、およびＥ－ＰＤＣＣＨ領域が所定の領域を含むか否かに応じて、送信データを指定する
制御チャネルをモニタリングする領域を切り替える例について説明した。しかしながら、
これに限るものではない。例えば、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域として設定されるＰＲＢペア数や
Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域の位置などのＥ－ＰＤＣＣＨ領域に関する情報、送信モードやレポー
トモードなどの通信のモードに関する情報、ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
に関する情報（ＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－
ＲＳ）数やＤＭ－ＲＳ（ＤｅＭｏｄｕｌａｔｉｏｎ－ＲＳ）のシーケンス生成方法などの
）など、その他の情報と関連付けて切り替えるようにしてもよい。
【００９７】
　なお、上記各実施形態では、データチャネル、制御チャネル、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ
および参照信号のマッピング単位としてリソースエレメントやリソースブロックを用い、
時間方向の送信単位としてサブフレームや無線フレームを用いて説明したが、これに限る
ものではない。任意の周波数と時間で構成される領域および時間単位をこれらに代えて用
いても、同様の効果を得ることができる。
【００９８】
　また、上記各実施形態では、ＰＤＳＣＨ領域に配置される拡張された物理下りリンク制
御チャネル１０３をＥ－ＰＤＣＣＨと呼称し、従来の物理下りリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）との区別を明確にして説明したが、これに限るものではない。両方をＰＤＣＣＨ
と称する場合であっても、ＰＤＳＣＨ領域に配置される拡張された物理下りリンク制御チ
ャネルとＰＤＣＣＨ領域に配置される従来の物理下りリンク制御チャネルとで異なる動作
をすれば、Ｅ－ＰＤＣＣＨとＰＤＣＣＨとを区別する上記各実施形態と実質的に同じであ
る。
【００９９】
　本発明に関わる基地局および端末で動作するプログラムは、本発明に関わる上記実施形
態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータを機能させる
プログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的に
ＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じてＣＰＵによっ
て読み出し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体としては、半
導体媒体（例えば、ＲＯＭ、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば、ＤＶＤ、
ＭＯ、ＭＤ、ＣＤ、ＢＤ等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルディス
ク等）等のいずれであってもよい。また、ロードしたプログラムを実行することにより、
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上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に基づき、オペ
レーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共同して処理するこ
とにより、本発明の機能が実現される場合もある。
【０１００】
　また市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させた
り、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送した
りすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。ま
た、上述した実施形態における基地局および端末の一部、または全部を典型的には集積回
路であるＬＳＩとして実現してもよい。基地局および端末の各機能ブロックは個別にチッ
プ化してもよいし、一部、または全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化
の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導
体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による
集積回路を用いることも可能である。
【０１０１】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１０２】
　本発明は、無線基地局装置や無線端末装置や無線通信システムや無線通信方法に用いて
好適である。
【符号の説明】
【０１０３】
１０１　基地局
１０２　端末
１０３　拡張された物理下りリンク制御チャネル
１０４　下りリンク送信データ
４０１　コードワード生成部
４０２　下りリンクサブフレーム生成部
４０３　物理下りリンク制御チャネル生成部
４０４　ＯＦＤＭ信号送信部
４０５、５０９　送信アンテナ
４０６、５０１　受信アンテナ
４０７　ＳＣ－ＦＤＭＡ信号受信部
４０８　上りリンクサブフレーム処理部
４０９、５０６　上位層
５０２　ＯＦＤＭ信号受信部
５０３　下りリンクサブフレーム処理部
５０４　物理下りリンク制御チャネル抽出部
５０５　コードワード抽出部
５０７　上りリンクサブフレーム生成部
５０８　ＳＣ－ＦＤＭＡ信号送信部
２１０１　基地局
２１０２　端末
２１０３　物理下りリンク制御チャネル
２１０４　下りリンク送信データ
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